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7
月
の
主
な
出
来
事

4
日

●

大
崎
市
道
路
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
出
発
式

5
日

●

道
の
駅
お
お
さ
き
オ
ー
プ
ン

●

古
川
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
創
立
40
年
記
念
事
業
記

念
碑
除
幕
式

●

南
三
陸
町
復
興
御
礼
感
謝

状
贈
呈

●

優
良
工
事
表
彰
状
授
与
式

7
日

●

大
崎
市
消
防
団
演
習

8
日

●

台
湾
イ
ン
タ
ー
ン
生
受
入

引
渡
式

15
日

●

第
38
回
学
童
相
撲
大
会

20
日

●

移
動
市
長
室「
お
お
さ
き

宝
探
し
未
来
ト
ー
ク
」

●

図
書
館
開
館
2
周
年
記
念

事
業（
21
日
ま
で
）

23
日

●

姉
妹
都
市
締
結
20
周
年
愛

媛
県
宇
和
島
市
・
大
崎
市

民
親
善
訪
問
団（
25
日
ま

で
）

29
日

●

第
1
回
大
崎
市
男
女
共
同

参
画
推
進
審
議
会

2019

D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

岩 出 山 発

▲南三陸町復興支援に対し、佐藤仁町

長から感謝状が贈られました

▲▲今回撮影された

元気な姿を映した写

真のうち、約260枚を

飾る写真展が開催さ

れます。

　市内では、各地域をより強く、より良くするた

め、「まちづくり協議会」や「地域づくり委員会」な

どの団体が住民によりそい、地域を支えています。

　今回、岩出山地区のさまざまな地域活動や人々

のつながり、元気な姿が評価され、岩出山地区の

人々が大塚製薬㈱のCM出演に起用されました。

　この取り組みは、日本全国でも特に元気に活動

するコミュニティ・団体の様子を発信し、地域も

CMを見た人も元気にしていこうと、大塚製薬㈱が

企画しているものです。全国では17例目、宮城県初

の選出となりました。

　5月中旬に行われた撮影では、岩出山地区から約

400人が参加。地域のいきいきとした笑顔が映った

CMは、12月までの約半年間、毎週月曜日20時48分

頃（特番の場合は21時48分頃）、KHB東日本放送で放

送されています。ぜひご覧ください。

老若男女の元気な笑顔がCMになりました！

　6月27日と7月4日、世界農業遺産を学ぶ講座が2日にわたっ

て開催され、松山地域の約20人が世界に認められた水管理への

理解を深めました。

　松山公民館が主催したこの講座は、昨年度に引き続き2回目。

今回は松山地域の巧みな水管理として「ため池・頭
とうしゅこう

首工などの活

用」をテーマに実施され、現代の用排水と昔の番水を比較し、農

業の発展とともに変化してきた水の活用方法について専門家の

話を聞きました。

　7月4日には、二ツ石ダム（加美町宮崎）や桑
こ お り え

折江頭首工（三本

木桑折地区）、阿
あ く ど

久戸排水機場（鹿島台船越地区）を現地視察し、

極端な水不足や洪水から、大崎耕土の農業を守ってきた知恵を学びました。参加者は「実際に見ることで、

何気なく見てきた田園地帯に、先人の苦労や知恵が詰まっていることを実感できた」と話していました。

世界農業遺産 大崎耕土の水管理を学びました

▲阿久戸排水機場の視察では、今と昔の水

管理の違いを聞きました。

　

7
月
13
日
、「
大
崎
市
流
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
、
生
活
支
援
に
対
す

る
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
住
民
同

士
の
支
え
合
い
の
取
り
組
み
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
公
益
財
団
法

人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
の

清
水
肇
子
氏
を
迎
え
、
全
国
の
地

域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
事
例
を

紹
介
。
互
い
の
見
守
り
や
い
き
が

い
、
地
域
の
誰
か
の
活
力
と
な
る

こ
と
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、「
自

助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
鹿
島
台
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
健
や
か
安
心
委
員
会
）
委
員

長
大
町
順
孝
氏
と
池
月
地
域
づ
く

り
委
員
会
（
池
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
セ
ン
タ
ー
長
髙
橋
一
夫
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
開
始
の
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介

し
ま
し
た
。
事
業
導
入
後
、
鹿
島
台

地
域
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
生
活
の
困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
。
池
月
地
域
で
は
、
除
雪
、

除
草
、
清
掃
作
業
な
ど
身
の
回
り

の
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
池
月
を
助
け

隊
」
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
が
、
調
整
役
と
な
る
こ
と
に

よ
り
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の

し
く
み
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
、
地
域
で
「
自
主
運

営
」
を
し
て
い
き
た
い
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
市
民
と
協
働

し
て
支
え
合
い
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
活
動
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

地
域
自
治
組
織
の
取
り
組
み
か
ら
地
域
の
支
え

合
い
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た

▲各地域の生活支援事業の成果などを
発表するパネリスト（写真右）

ハツラツ写真展

日時　8月16日～18日

　　　9時～17時

場所　岩出山地区公民館

松 山 発

　

4
月
1
日
に
施
行
し
た
「
大
崎

市
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
振

興
基
本
条
例
」
に
基
づ
い
た
、
活
力

あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
7
月
4
日
、
同
条
例
制

定
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
大
企
業
、
商
工
団

体
や
金
融
機
関
、
学
校
な
ど
の
役

割
を
明
文
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
し
な
が
ら
、
市
が
責
任
を
も
っ

て
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振

興
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　

基
調
講
演
で
は
、
京
都
大
学
名

誉
教
授
の
岡
田
知
弘
氏
が
「
振
興

基
本
条
例
を
活
用
し
て
地
域
を
元

気
に
す
る
」
と
題
し
、
大
分
県
由
布

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
全
国
屈

指
の
温
泉
地
で
あ
る
共
通
点
を
示

し
た
上
で
、
地
域
経
済
発
展
や
雇

用
創
出
な
ど
、
地
域
の
企
業
が
市

民
生
活
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を

担
う
存
在
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
地
域
の
大
企
業
、
商
工
団
体
、

金
融
機
関
、
学
校
の
代
表
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
、
条
例
に
期
待
す

る
こ
と
や
企
業
振
興
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

市
で
は
今
後
、
地
域
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
必
要
な
事
業
の

検
討
な
ど
を
行
う
場
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
産
業
支
援
の
体
制
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
安
心

し
て
働
き
、
生
活
が
で
き
る
社
会

の
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

　

地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、
産
学
官
金
連
携
で
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

▲子どもたちの育成のために、企業や団体
ができる支援についても話し合いました


